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ケーブル検出
アナログForeignExchangeOffice（FXO）音声ポートでケーブルポーリングを有効にするには、
音声ポート設定モードで cable-detectコマンドを使用します。ケーブルポーリングを無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

cable-detect
no cable-detect

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト アナログ FXO音声ポートでのケーブルポーリングは無効になっています。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(1)T

このコマンドは変更されました。ケーブルポーリングは、アナログの Foreign
Exchange Office End Ground Start (FXOGS)、Foreign Exchange Office End Loop Start
(FXOLS)、Foreign Exchange Station EndGround Start (FXSGS)、および Foreign Exchange
Station End Loop Start (FXSLS)音声ポートに拡張されました。

15.2(4)M

使用上のガイドライン デジタル信号プロセッサ (DSP)がアナログ FXSLSポートと FXOLSポート間にケーブルが接続
されていないことを検出した場合、FXOLS音声ポートはビジーアウト状態になります。 no
cable-detectコマンドを設定していて、ケーブルが接続されていないためにアナログFXOLS音
声ポートがビジーアウト状態になっている場合、Ciscoソフトウェアはケーブル接続のポーリ
ングを停止します。アナログ FXOLS音声ポートは、 shutdownコマンドと no shutdownコマ
ンドを使用してアナログ FXOLS音声ポートをアイドル状態に切り替えるまで、ビジーアウト
状態のままになります。 cable-detectコマンドは、ループスタートとCentral AutomaticMessage
Accounting (CAMA)シグナリングをサポートします。

FXOLSとは異なり、アナログ FXOGS、FXSLS、および FXSGS音声ポートの場合、ケーブル
ステータスが接続から切断に、または切断から接続に変わっても、音声ポートの状態は変化し

ません。新しいケーブルステータスを示す syslogメッセージのみが出力されます。アナログ
音声インターフェイスがケーブルポーリングをサポートしていない場合、 cable-detectコマン
ドは音声ポートの下に表示されません。

アナログ FXOGSの場合、すべての FXO音声インターフェイスカードで cable-detectコマンド
を設定できます。

このコマンドは、次のアナログ FXOLS音声インターフェイスカード (VIC)で設定できます。

• [VIC2-2FXS]
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• VIC2-4FXS

• EM-HDA-6FXO

• EM-HDA-3FXS-4FXO

• EM-HDA-4FXO

アナログ FXSLSおよび FXSGSの場合、このコマンドは次の FXS音声インターフェイスカー
ドで設定できます。

• VIC3-2FXS/DID

• VIC3-4FXS/DID

• VIC3-2FXS-E/DID

• EM3-HDA-8FXS/DID

• SM-D-72FXS

• SM-D-48FXS-E

• Cisco 8xxプラットフォーム上のオンボードアナログ FXS

• Cisco VG20xおよび VG2435プラットフォーム上のオンボードアナログ FXS

例 次の例は、FXOLS音声ポートでケーブルポーリングを有効にする方法を示していま
す。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice-port 1/2/3
Device(config-voiceport)# cable-detect

関連コマンド 説明コマン

ド

特定の音声インターフェイスカードの音声ポートの状態をオフラインに変更しま

す。

shutdown
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ケーブル検出ポーリングタイマー
アナログ音声ポートのバックグラウンドポーリングプロセスのケーブルポーリングタイマー

値を設定するには、音声サービスコンフィギュレーションモードで cable-detect-poll-timerコ
マンドを使用します。ポーリングタイマーを無効にするには、このコマンドの no形式を使用
します。

ケーブル検出ポーリングタイマー timer-value

noケーブル検出ポーリングタイマー

構文の説明 ケーブルポーリングタイマーの値 (分)。値の範囲は 0～ 1440です。タイマー値

コマンドデフォルト アナログ音声ポート上のケーブルポーリングは無効になっています。

コマンドモード
音声サービスの構成 (conf-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(4)M

使用上のガイドライン cable-detect-poll-timerコマンドを使用して、アナログ Foreign Exchange Office End Ground Start
（FXOGS）、Foreign Exchange Office End Loop Start（FXOLS）、Foreign Exchange Station End
Ground Start（FXSGS）、および Foreign Exchange Station End Loop Start（FXSLS）音声ポート
のケーブルポーリングタイマー値を設定します。

例 次の例は、FXOLS音声ポートでケーブルポーリングを有効にする方法を示していま
す。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service pots
Device(conf-voi-serv)# cable-detect-poll-timer 100

関連コマンド 説明コマンド

アナログ FXOGS、FXOLS、FXSGS、および FXSLS音声ポートでのケーブル
ポーリングを有効にします。

ケーブル検

出
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cac_off
接続アドミッション制御（CAC）を無効にするには、インターフェイスATMVCコンフィギュ
レーションモードで cac_offコマンドを使用します。 CACを有効にするには、このコマンド
の no形式を使用します。

cac_off
nocac_off

構文の説明 このコマンドにはキーワードも引数もありません。

コマンドデフォルト 通話許可制御が有効になっています。

コマンドモード
インターフェース-ATM-VC構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)XD

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

使用上のガイドライン 接続許可制御 (CAC)は、接続のセットアップ中に各 ATMスイッチによって実行される一連の
アクションであり、要求されたサービス品質 (QoS)が確立された接続のQoS保証に違反するか
どうかを判定します。 CACは音声通話用の帯域幅を予約しますが、ロスレス圧縮コーデック
(LLCC)の使用時に必要な帯域幅は動的であり、通常はCACによって一般的に予約される帯域
幅よりも小さくなります。 CACを無効にすると、LLCCの使用時に帯域幅をより有効に活用
できるようになります。

例 次の例では、PVC上のコールアドミッション制御を無効にします。

interface ATM0/IMA1.1 point-to-point
pvc test1 15/135
cac_off
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cache（ネイバー BE）
ネイバーから受信した記述子をキャッシュするようにローカル境界要素 (BE)を設定するには、
ネイバーBEコンフィギュレーションモードで cacheコマンドを使用します。キャッシュを無
効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

cache
nocache

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト キャッシュが有効になっていません

コマンドモード
ネイバー BE設定 (config-annexg-neigh)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(4)Tに統合されました。このリリースには、
Cisco AS5300ユニバーサルアクセスサーバ、Cisco AS5350、Cisco AS5400のサ
ポートは含まれていません。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ローカル BEがネイバーから受信した記述子をキャッシュするよう
に設定します。キャッシュが有効な場合、指定された間隔で近隣は記述子について照会されま

す。

例 次の例は、境界要素がその隣接要素からの記述子をキャッシュできるように有効になっ

ていることを示しています。

Router(config-annexg-neigh)# id neighbor-id
Router(config-annexg-neigh)# cache

関連コマンド 説明コマンド

近隣のブリッジエンティティのローカル IDを設定します。ID

AnnexGメッセージの交換に使用される近隣のポート番号を設定します。ポート

ローカル BEが隣接 BEを照会する間隔を設定します。クエリ間

隔
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キャッシュの再読み込み時間（グローバルアプリケーショ

ン設定モード）
ルータが定期的にキャッシュからスクリプトをリロードするように設定するには、グローバル

アプリケーションコンフィギュレーションモードで cachereloadtimeコマンドを使用します。
値をデフォルトに設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

cachereload時刻bg-分

nocachereload時刻

構文の説明 バックグラウンドプロセスが起動されるまでの分数。このバックグラウンドプロセス

は、スクリプトが最後に使用されてからの経過時間と、スクリプトが最新かどうかを確

認します。

•スクリプトが最後の「アンロード時間」内に使用されなかった場合は、スクリプト
をアンロードして終了します。アンロード時間は設定できません。

•スクリプトが使用されている場合、バックグラウンドプロセスは URLからスクリ
プトを読み込みます。スクリプトを比較し、一致しない場合は、新しい呼び出しに

新しいスクリプトの使用を開始します。

bg-
分

コマンドデフォルト 30分

コマンドモード
グローバルアプリケーション構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

callapplicationcachereloadtimeコマンドはグローバルアプリケーション構成モード
に移動され、 cachereloadtimeに変更されました。

12.3(14)T

例 次の例は、バックグラウンドプロセスが起動されるまでの 15分を指定するように設
定された cachereloadtimeコマンドを示しています。

アプリケーションとサービスを構成するには、アプリケーション構成モードに入りま

す。

application

グローバルアプリケーション構成モードに入ります。

global

cable detect through call application stats
8

cable detect through call application stats

キャッシュの再読み込み時間（グローバルアプリケーション設定モード）



キャッシュの再読み込み時間を設定します。

cache reload time 15

関連コマンド 説明コマンド

定期的にキャッシュからMGCPスクリプトをリロード
するようにルータを設定します。

呼び出しアプリケーションキャッシュ

リロード時間

ロードされているすべての TclまたはMGCPスクリプ
トを表示します。

showcallapplicationvoice
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cadence
コールプログレストーンのトーンオンとトーンオフの継続時間を定義するには、コールプロ

グレスデュアルトーン設定モードで cadenceコマンドを使用します。既定のケイデンスに戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

{cadencecycle-1-on-timeサイクル1のオフ時間[cycle-2-on-timeサイクル2オフタイム][cycle-3-on-time

サイクル 3のオフタイム][cycle-4-on-timeサイクル 4オフタイム] |連続}
nocadence

構文の説明 リズムパターンの最初のサイクルのトーンオン期間（ミリ秒(ms)）。
範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

cycle-1-on-time

リズムパターンの最初のサイクルのトーンオフ期間（ミリ秒単位）。

範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。
サイクル 1のオフ時間

(オプション)リズムパターンの 2番目のサイクルのトーンオン期間
(ミリ秒単位)。範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

cycle-2-on-time

(オプション)リズムパターンの 2番目のサイクルのトーンオフ期間
(ミリ秒単位)。範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

サイクル 2オフタイム

(オプション)リズムパターンの 3番目のサイクルのトーンオン期間
(ミリ秒単位)。範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

cycle-3-on-time

(オプション)リズムパターンの 3番目のサイクルのトーンオフ期間
(ミリ秒単位)。範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

サイクル 3のオフタイ

ム

(オプション)リズムパターンの 4番目のサイクルのトーンオン期間
(ミリ秒単位)。範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

cycle-4-on-time

(オプション)リズムパターンの 4番目のサイクルのトーンオフ期間
(ミリ秒単位)。範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0です。

サイクル 4オフタイム

連続した通話進行トーンが検出されました。連続

コマンドデフォルト 連続

コマンドモード
通話進行デュアルトーン設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
で導入されました。

12.1(5)XM
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変更リリース

このコマンドは Cisco 1750に実装され、Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統合されま
した。

12.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、カスタムコールプログレストーンのクラスのケイデンスを指定します。

音声ポートで検出する各ケイデンスを定義する必要があります。検出する追加のケイデンスご

とにコマンドを再入力します。

このコマンドがトーン検出に影響を与えるには、カスタムコールプログレストーンのクラスを

音声ポートに関連付ける必要があります。

例 次の例では、「country-x」という名前のcustom-cptone音声クラスのビジートーンのリ
ズムを定義します。この例では、500ミリ秒のトーンオンと 500ミリ秒のトーンオフ
を定義します。

voice class custom-cptone country-x
dualtone busy
cadence 500 500

次の例では、「country-x」という名前のcustom-cptone音声クラスのビジートーンのデ
フォルトの周波数とリズム値の検出を設定します。デフォルトの周波数は 300 Hzの
トーンで、デフォルトのリズムは連続的です。

voice class custom-cptone country-x
dualtone busy
no cadence
no frequency

関連コマンド 説明コマンド

カスタム通話進行トーンのクラスを音声ポートに関連付

けます。

supervisorycustom-cptone

カスタム通話進行トーンを定義するための音声クラスを

作成します。

voiceclasscustom-cptone

voiceclasscustom-cptoneコマンドで定義されたカスタム
コールプログレストーンの境界と制限を変更します。

音声クラスデュアルトーン検出パ

ラメータ
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cadence-list
検出するトーンリズムパターンを指定するには、音声クラス設定モードで cadence-listコマン
ドを使用します。リズムパターンを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

cadence-listケイデンス IDcycle-1-on-timeサイクル 1のオフ時間

[cycle-2-on-timecycle-2-off-time][cycle-3-on-timeサイクル 3のオフタイム][cycle-4-on-timeサイクル

4オフタイム]
nocadence-listケイデンス ID

構文の説明 このケイデンスリストを識別するためのタグ。値の範囲は 1～ 10
です。

ケイデンス ID

リズムパターンの最初のサイクルのトーンの持続時間。範囲は 0～
1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0です。

cycle-1-on-time

リズムパターンの最初のサイクルの無音期間。範囲は 0～ 1000 (0
ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0です。

サイクル 1のオフ時間

(オプション)リズムパターンの 2番目のサイクルのトーンの持続時
間。範囲は 0～ 1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0で
す。

cycle-2-on-time

(オプション)リズムパターンの 2番目のサイクルの無音期間。範囲
は 0～ 1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0です。

cycle-2-off-time

(オプション)リズムパターンの 3番目のサイクルのトーンの持続時
間。範囲は 0～ 1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0で
す。

cycle-3-on-time

(オプション)リズムパターンの 3番目のサイクルの無音期間。範囲
は 0～ 1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0です。

サイクル 3のオフタイ

ム

(オプション)リズムパターンの 4番目のサイクルのトーンの持続時
間。範囲は 0～ 1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0で
す。

cycle-4-on-time

(オプション)リズムパターンの 4番目のサイクルの無音期間。範囲
は 0～ 1000 (0ミリ秒～ 100秒)です。デフォルトは 0です。

サイクル 4オフタイム

コマンドデフォルト ケイデンスパターンが設定されていません。

コマンドモード
音声クラスの設定 (config-voice-class)
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コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco MC3810で導入
されました。

12.1(3)T

使用上のガイドライン ケイデンスリストを使用すると、ルータは PBXまたは公衆交換電話網（PSTN）からの複雑な
トーンパターンを一致させることができます。設定されたケイデンスリストと一致する場合、

トーンが検出されます。最大 10個のケイデンスリストを作成できるため、ルータでは最大 10
個の異なるトーンパターンを検出できます。検出するトーンがオン/オフサイクル 1つだけで
構成される場合は、次の 2つの方法のいずれかで設定できます。

• cycle-1-on-timeと cycle-1-off-time変数のみを使用してケイデンスリストを作成します。

• cadence-max-off-timeコマンドと cadence-min-on-timeコマンドを使用します。

また、cadence-max-off-timeコマンドと cadence-min-on-timeコマンドの時間を、cadence-listコ
マンドで指定されたオン時間とオフ時間と互換性を持つように設定する必要があります。

cadence-max-off-timeの時間は、ケイデンスリスト内の最長オフタイム以上である必要があり
ます。 cadence-min-on-timeは、ケイデンスリスト内の最短オンタイム以下である必要があり
ます。

例 次の例は、音声クラス 100に対して、オン/オフサイクルが 3つあるケイデンスリス
ト 1と、オン/オフサイクルが 2つあるケイデンスリスト 2の設定を示しています。

voice class dualtone 100
cadence-list 1 100 100 300 300 100 200
cadence-list 2 100 200 100 400

関連コマンド 説明コマンド

トーンの検出の最大オフ期間を指定します。ケイデンス最大オフタイ

ム

トーンの検出の最小オン期間を指定します。cadence-min-on-time

FXOトーン検出パラメータの音声クラスを作成します。voiceclassdualtone

cable detect through call application stats
13

cable detect through call application stats
cadence-list



ケイデンス最大オフタイム
トーンがオフになってもリズムの一部として検出される最大時間を指定するには、音声クラス

設定モードで cadence-max-off-timeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

ケイデンス最大オフタイム時刻
no cadence-max-off-time

構文の説明 検出できるトーンの最大オフ時間（10ミリ秒単位）。範囲は 0～ 5000 (0ミリ秒～ 50
秒)です。デフォルトは 0です。

時

間

コマンドデフォルト 0（オフ時間なし）

コマンドモード
音声クラスの設定 (config-voice-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco MC3810
で導入されました。

12.1(3)T

使用上のガイドライン 検出するトーンのオフ時間よりも大きい時間値を指定し、リズムトーンの検出を有効にするに

は 0より大きい時間値を使用します。デフォルト (0)では、ルータは連続トーンのみを検出し
ます。

例 次の例は、音声クラス 100の最大オフ期間を 20秒に設定する例を示しています。

voice class dualtone 100
cadence-max-off-time 2000

関連コマンド 説明コマンド

トーンの検出の最小オン期間を指定します。cadence-min-on-time

トーンの検出に許可されるケイデンスの変動時間を指定します。cadence-variation

FXOトーン検出パラメータの音声クラスを作成します。音声クラスデュアルトー

ン
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cadence-min-on-time
トーンがオンになってリズムの一部として検出される最小時間を指定するには、音声クラス設

定モードで cadence-min-on-timeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

cadence-min-on-time時刻
nocadence-min-on-time

構文の説明 検出できるトーンの最小オン時間（10ミリ秒単位）。 範囲は 0～ 100 (0ミリ秒～ 1秒)
です。デフォルトは 0です。

時

間

コマンドデフォルト 0（オン時間の最小値なし）

コマンドモード
音声クラスの設定 (config-voice-class)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco MC3810
で導入されました。

12.1(3)T

使用上のガイドライン 検出するトーンのオン時間よりも短い時間値を指定します。デフォルト (0)では、任意の長さ
のトーンが検出されます。

例 次の例は、音声クラス 100に対して 30ミリ秒 (10ミリ秒の時間間隔が 3つ)の最小オ
ン期間を設定する方法を示しています。

voice class dualtone 100
cadence-min-on-time 3

関連コマンド 説明コマンド

トーンの検出の最大オフ期間を指定します。cadence-max-off-time

トーンの検出に許可されるリズムの変化時間を指定します。cadence-variation

FXOトーン検出パラメータの音声クラスを作成します。音声クラスデュアルトー

ン
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cadence-variation
トーンの検出に許可されるケイデンスの変化時間を指定するには、音声クラス設定モードで

cadence-variationコマンドを使用します。デフォルトのケイデンス変動時間を復元するには、
このコマンドの no形式を使用します。

cadence-variation時刻
nocadence-variation

構文の説明 トーンの開始が指定された開始時間から変化しても検出可能な最大時間 (10ミリ秒単位)。
範囲は 0～ 200 (0ミリ秒～ 2秒)です。デフォルトは 10です。

時

間

コマンドデフォルト 10ミリ秒

コマンドモード
音声クラスの設定 (config-voice-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
で導入されました。

12.1(3)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
に実装されました。

12.1(5)XM

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統合され、Cisco 1750ルータに実装
されました。

12.2(2)T

使用上のガイドライン 検出するトーンのリズムの変化よりも大きい時間値を指定します。デフォルトの0では、設定
されたリズムに一致するトーンだけが検出されます。

このコマンドは、音声クラス内の1つのパラメータの検出制限を作成します。検出制限は任意
の音声ポートに適用できます。

例 次の例では、音声クラス 100に対して 30ミリ秒のリズム変化時間を指定します。

voice class dualtone 100
cadence-variation 3

次の例では、音声クラス 70で許容される最大リズム変化として 80ミリ秒 (10ミリ秒
の時間間隔が 8つ)を指定します。

voice class dualtone-detect-params 70
cadence-variation 8

cable detect through call application stats
16

cable detect through call application stats
cadence-variation



関連コマンド 説明コマンド

トーンの検出の最大オフ期間を指定します。cadence-max-off-time

トーンの検出の最小オン期間を指定します。cadence-min-on-time

音声ポートでの応答監視を有効にします。supervisoryanswerdualtone

voiceclassdualtone-detect-paramsコマンドで定義された境界
および検出許容パラメータを音声ポートに割り当てます。

supervisorydualtone-detect-params
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通話会計テンプレート
特定の場所にあるアカウンティングテンプレートを選択するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードまたはアプリケーションコンフィギュレーションモードで

callaccounting-templateコマンドを使用します。特定のアカウンティングテンプレートを選択
解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

callaccounting-templateacctTempNameurl
nocallaccounting-templateacctTempNameurl

構文の説明 テンプレート名。acctTempName

テンプレートの場所。URL

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成（config）アプリケーション構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco3660、CiscoAS5300、
Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5800、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

このコマンドは、 callapplicationvoiceaccounting-templateコマンドを置き換えるた
めにアプリケーション設定モードに追加されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン 通話詳細レコードの場合、テンプレート名には .cdr拡張子が必要です。アカウンティングの
ニーズに基づいて通話記録を選択し、選択した通話記録を生成するための適切なベンダー固有

属性（VSA）を定義するアカウンティングテンプレート（accounting template）の場所を指定
するには、グローバル設定モードで callaccounting-templateコマンドを使用します。

acctTempName引数は、RADIUSサーバに送信する特定のアカウンティングテンプレートファ
イルを参照します。このテンプレートファイルは、アカウンティングのニーズに基づいて通

話記録を制御するために選択した特定の VSAのみを定義します。

例 以下の例は、特定の TFTPアドレスから選択されたアカウンティングテンプレート
cdr1を示しています。

call accounting-template temp-ivr tftp://kyer/sample/cdr/cdr1.cdr
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関連コマンド 説明コマンド

VoIP AAA非ブロッキング APIを使用して T.37 FAX
アカウンティングを設定します。

callapplicationvoiceaccounting-template

特定の場所にあるアカウンティングテンプレートを選

択します。

showcallaccounting-templatevoice
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call accounting-template voice
特定の場所のアカウンティングテンプレートを選択するには、グローバル設定モードで

callaccounting-templatevoiceコマンドを使用します。特定のアカウンティングテンプレートを
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

callaccounting-template音声acctTempNameurl

nocallaccounting-template音声acctTempNameurl

構文の説明 テンプレート名。acctTempName

テンプレートの場所。URL

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco3660、CiscoAS5300、
Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5800、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

アプリケーション設定モードでは、 callaccounting-templatevoiceコマンドは、
callaccounting-templateコマンドに置き換えられます。詳細については、
callaccounting-templateコマンドを参照してください。

12.3(14)T

使用上のガイドライン テンプレート名には .cdr拡張子が必要です。

アカウンティングのニーズに基づいてコールレコードを選択し、選択したコールレコードを

生成するための適切なベンダー固有属性 (VSA)を定義するアカウンティングテンプレートの
場所を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードでcallaccounting-templatevoice
コマンドを使用します。

acctTempName引数は、RADIUSサーバに送信する特定のアカウンティングテンプレートファ
イルを指します。このテンプレートファイルは、アカウンティングのニーズに基づいて通話

記録を制御するために選択した特定の VSAのみを定義します。

例 以下の例は、特定の TFTPアドレスから選択されたアカウンティングテンプレート
cdr1を示しています。

call accounting-template voice temp-ivr tftp://kyer/sample/cdr/cdr1.cdr
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関連コマンド 説明コマンド

会計テンプレートを再読み込みします。callaccounting-templatevoicereload

特定の場所にあるアカウンティングテンプレートを選択し

ます。

showcallaccounting-templatevoice
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call accounting-template voice reload
アカウンティングテンプレートをリロードするには、特権 EXECモードで
callaccounting-templatevoicereloadコマンドを使用します。

callaccounting-template音声reloadacctTempName

構文の説明 テンプレートが保存されているアドレス (たとえば、TFTPアドレス)からアカ
ウンティングテンプレートをリロードします。

リロード

アカウンティングテンプレートの名前。acctTempName

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco3660、CiscoAS5300、
Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5800、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

使用上のガイドライン callaccounting-templatevoicereloadコマンドを使用して、 callaccounting-templatevoiceコマンド
で定義されたURLからテンプレートをリロードします。起動後、TFTPサーバからテンプレー
トファイルの読み込みに失敗した場合、システムは5分間隔でファイルを自動的に再読み込み
しようとします。

例 以下の例は、アカウンティングテンプレート cdr2をリロードする方法を示していま
す。

call accounting-template voice reload cdr2

関連コマンド 説明コマンド

特定の場所にあるアカウンティングテンプレートを選択し

ます

callaccounting-templatevoice

URLで定義された場所にあるテンプレートファイルを定義
して読み込みます。

gw-accountingaaa

会計テンプレートに含まれる VSAを表示します。showcallaccounting-templatevoice
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call-agent
メディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）プロファイルのコールエージェン
トを定義するには、MGCPプロファイルコンフィギュレーションモードで call-agentコマンド
を使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

call-agent {DNS名ip-address}[ポート][service-typeタイプ][versionプロトコルバージョン]
nocall-agent

構文の説明 コールエージェントの完全修飾ドメイン名 (ホスト部分を含む)。たと
えば、「ca123.example.net」などです。

DNS名

コールエージェントの IPアドレス。IPアドレス

(オプション)ゲートウェイがコールエージェントにメッセージを送信
するユーザデータグラムプロトコル (UDP)ポート番号。範囲は 1025
から 65535です。

• MGCP 1.0、ネットワークベースコールシグナリング (NCS) 1.0、
およびTrunkingGatewayControl Protocol (TGCP) 1.0の場合、デフォ
ルトのコールエージェント UDPポートは 2727です。

• MGCP 0.1および Simple Gateway Control Protocol (SGCP)の場合、
デフォルトのコールエージェント UDPポートは 2427です。

ポート

(オプション) type引数のプロトコルサービスタイプの有効な値は、
mgcp、 ncs、 sgcp、および tgcpです。デフォルトのサービスタイプ
は mgcpです。

service-typetype

(オプション)プロトコルのバージョン番号。有効値は次のとおりです。

•サービスタイプMGCP - 0.1, 1.0

•サービスタイプ NCS--1.0

•サービスタイプ SGCP - 1.1, 1.5

•サービスタイプ TGCP--1.0

デフォルトのサービスタイプとバージョンは mgcpと 0.1です。

versionprotocol-version

コマンドデフォルト MGCP1.0、ネットワークベースコールシグナリング (NCS) 1.0、およびTrunkingGatewayControl
Protocol (TGCP) 1.0の場合、デフォルトのコールエージェントUDPポートは 2727です。MGCP
0.1および Simple Gateway Control Protocol (SGCP)の場合、デフォルトのコールエージェント
UDPポートは 2427です。デフォルトのサービスタイプとバージョンはMGCP 0.1です。

コマンドモード
MGCPプロファイル設定 (config-mgcp-profile)
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コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドがCisco AS5300およびCisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、MGCPプロファイルの値を設定するときに使用されます。

MGCPプロファイルのコールエージェント設定（このコマンドを使用）とグローバルコール
エージェント設定（mgcpcall-agentコマンドを使用）は相互に排他的です。エンドポイントで
最初に設定されると、同じエンドポイントでの他の設定がブロックされます。

call-agentコマンドで IPアドレスではなくドメインネームシステム (DNS)名でコールエージェ
ントを識別すると、DNS名に複数の IPアドレスを関連付けることができるため、コールエー
ジェントの冗長性が実現されます。コールエージェントがDNS名で識別され、ゲートウェイ
からのメッセージがコールエージェントに到達できない場合は、 max1lookupコマンドと
max2lookupコマンドを使用して、DNSルックアップテーブルから別の IPアドレスにあるバッ
クアップコールエージェントを検索できます。

port引数は、コールエージェントのポート番号 (ゲートウェイがコールエージェントにメッ
セージを送信する UDPポート)を構成します。逆のポート（ゲートウェイポート番号、また
はゲートウェイがコールエージェントからメッセージを受信するためのUDPポート）は、mgcp
コマンドでポート番号を指定すると設定されます。

サービスタイプmgcpは、mgcprestartnotifyコマンドが有効になっている場合、ゲートウェイ
から送信される再起動進行中（RSIP）エラーメッセージをサポートします。サービスタイプ
sgcpは RSIPメッセージを無視します。

例 次の例では、「tgcp_trunk」という名前のMGCPプロファイルのコールエージェント
を定義します。

Router(config)# mgcp profile tgcp_trunk
Router(config-mgcp-profile)# call-agent 10.13.93.3 2500 service-type tgcp version 1.0

関連コマンド 説明コマンド

疑いしきい値に達したときに、MGCPコールエージェントアドレスの
DNSルックアップを有効にします。

max1lookup

切断しきい値に達したときに、MGCPコールエージェントアドレスの
DNSルックアップを有効にします。

max2ルックアップ

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp

コールエージェント (メディアゲートウェイコントローラ)のアドレスを
設定します。

mgcpcall-agent
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説明コマンド

1つまたは複数のエンドポイントに関連付けられた名前付きMGCPプロ
ファイルを作成および構成するか、またはデフォルトのプロファイルを構

成するためのMGCPプロファイルモードを開始します。

mgcpプロファイ
ル
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call application alternate

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、グローバルアプリケーションコンフィギュレーションモー
ドでは、 callapplicationalternateコマンドが serviceコマンドに置き換えられました。詳細につ
いては、 serviceコマンドを参照してください。

（注）

ダイヤルピアに設定されているアプリケーションに障害が発生した場合に使用する代替アプリ

ケーションを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

callapplicationalternateコマンドを使用します。デフォルト動作に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

callapplicationオプション[アプリケーション名]
nocallapplicationオプション

構文の説明 (オプション)ダイヤルピア内のアプリケーションに障害が発生した場合
に使用する特定の音声アプリケーションの名前。特定のアプリケーショ

ン名が入力されていない場合、ゲートウェイはデフォルトのアプリケー

ションを使用します。

アプリケーション

名

コマンドデフォルト ダイヤルピアのアプリケーションに障害が発生した場合、通話は拒否されます。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

このコマンドは、グローバルアプリケーション構成モードでは serviceコマンドに
置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドが設定されていない場合、通話に一致するダイヤルピアが有効な音声アプリケー

ションを指定していないと、通話は拒否されます。

Cisco IOSリリース 12.2(11)Tより前のリリースでは、ダイヤルピアにアプリケーションが設定
されていない場合、または設定されたアプリケーションに障害が発生した場合、デフォルトの

アプリケーション（DEFAULT）が自動的にトリガーされていました。 callapplicationalternate
コマンドが設定されている限り、デフォルトのアプリケーションは自動的に実行されなくなり

ます。
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DEFAULTというアプリケーションは、ダイヤルトーンを出力し、数字を収集し、ダイヤルし
た番号に電話をかけるシンプルなアプリケーションです。このアプリケーションは Cisco IOS
ソフトウェアに含まれているため、ダウンロードしたり、 callapplicationvoiceコマンドを使用
して設定したりする必要はありません。

callapplicationalternateコマンドは、ダイヤルピアに設定されているアプリケーションに障害
が発生した場合に、デフォルトの音声アプリケーションが実行されることを指定します。特定

のアプリケーションの名前を入力すると、ダイヤルピアに設定されているアプリケーションに

障害が発生した場合に、そのアプリケーションがトリガーされます。代替アプリケーションも

失敗した場合、通話は拒否されます。

アプリケーション名を入力する場合は、まず callapplicationvoiceコマンドを使用して、そのア
プリケーションをゲートウェイで設定する必要があります。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application alternate
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
service

次の例では、DEFAULTアプリケーションを代替として構成します。

call application alternate

次の例では、アプリケーションセッションを代替として構成します。

call application alternate session

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアで音声アプリケーションを有効にします。アプリケーション

音声アプリケーションの名前を定義し、このアプリケーションにロー

ドする Tclまたは VoiceXMLドキュメントの場所を指定します。
callapplicationvoice

ダイヤルピア上の特定のスタンドアロンアプリケーションをロード

して設定します。

サービス

音声アプリケーションに関する情報を表示します。showcallapplicationvoice
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call application cache reload time

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーションコンフィギュレーショングローバルモー
ドでは、 callapplicationcachereloadtimeコマンドは cachereloadtimeコマンドに置き換えられ
ました。詳細については、 cachereloadtimeコマンドを参照してください。

（注）

ルータが定期的にキャッシュからMediaGatewayControl Protocol（MGCP）スクリプトをリロー
ドするように設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

callapplicationcachereloadtimeコマンドを使用します。値をデフォルトに設定するには、この
コマンドの no形式を使用します。

callapplicationcachereload時刻bg-minutes

nocallapplicationcachereload時刻

構文の説明 バックグラウンドプロセスが起動されるまでの分数を指定します。このバックグ

ラウンドプロセスは、スクリプトが最後に使用されてからの経過時間と、スクリ

プトが最新かどうかを確認します。

•スクリプトが最後の「アンロード時間」内に使用されなかった場合は、スクリ
プトをアンロードして終了します。アンロード時間は設定できません。

•スクリプトが使用されている場合、バックグラウンドプロセスは URLからス
クリプトを読み込みます。スクリプトを比較し、一致しない場合は、新しい

呼び出しに新しいスクリプトの使用を開始します。

bg-minutes

コマンドデフォルト 30分

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(3)T

このコマンドは、アプリケーション構成グローバルモードでは cachereloadtimeコ
マンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T
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例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application cache reload 20
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
cache reload time

次の例は、バックグラウンドプロセスが起動されるまでの 30分を指定するように設
定された callapplicationcachereloadtimeコマンドを示しています。

call application cache reload time 30

関連コマンド 説明コマンド

定期的にキャッシュからスクリプトをリロードするようにルータを

設定します。

キャッシュリロード時

間

MGCPスクリプトパッケージ経由でロードされたアプリケーション
のリロードを許可します。

callapplicationvoiceload

ロードされているすべての TclまたはMGCPスクリプトを表示しま
す。

showcallapplicationvoice
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call application dump event-log
アプリケーションインスタンスのイベントログバッファを外部ファイルにフラッシュするに

は、特権 EXECモードで callapplicationdumpevent-logコマンドを使用します。

callapplicationダンプイベントログ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、グローバルコンフィギュレーションモードの callapplicationevent-logdumpftp
コマンドで定義されている場所にある外部ファイルに、イベントログバッファを直ちに書き

込みます。

callapplicationdumpevent-logコマンドと callapplicationevent-logdumpftpコマンドは 2つの異
なるコマンドです。

（注）

例 次の例では、アプリケーションイベントログバッファーをフラッシュします。

Router# call application dump event-log

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを

有効にします。

callapplicationevent-log

ゲートウェイがアプリケーションイベントログバッ

ファの内容を外部ファイルに書き込めるようにします。

callapplicationevent-logdumpftp

各アプリケーションインスタンスのイベントログバッ

ファの最大サイズを設定します。

callapplicationevent-logmax-buffer-size

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと

統計を表示します。

表示呼び出しアプリケーションセッ

ションレベル
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call application event-log

Cisco IOSリリース12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードで callapplicationevent-log
コマンドが event-logコマンドに置き換えられました。詳細については、 event-logコマンドを
参照してください。

（注）

すべての音声アプリケーションインスタンスのイベントログを有効にするには、グローバル

コンフィギュレーションモードで callapplicationevent-logコマンドを使用します。既定の設定
に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationイベントログ
nocallapplicationイベントログ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 音声アプリケーションのイベントログが無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは event-logコマンドに置
き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、すべての音声アプリケーションインスタンスのイベントログをグローバル

に有効にします。特定のアプリケーションのイベントログを有効または無効にするには、

callapplicationvoiceevent-logコマンドを使用します。
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イベントログが本番トラフィックのシステムリソースに悪影響を及ぼさないようにするため

に、ゲートウェイはスロットリングメカニズムを使用します。プロセッサメモリの空きが20%
を下回ると、ゲートウェイは自動的にすべてのイベントログを無効にします。メモリの空きが

30%を超えるとイベントログが再開されます。スロットリングが行われている間は、イベン
トログが有効になっていても、ゲートウェイは新しいイベントログをキャプチャしません。

空きメモリを監視し、障害の切り分けに必要な場合にのみイベントログを有効にしてくださ

い。

（注）

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application event-log
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:

event-log

次の例では、すべてのアプリケーションインスタンスのイベントログを有効にしま

す。

call application event-log

関連コマンド 説明コマンド

イベントログをアプリケーションインスタンスのエ

ラーイベントのみに制限します。

呼び出しアプリケーションイベント

ログエラーのみ

各アプリケーションインスタンスのイベントログバッ

ファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションイベント

ログ最大バッファサイズ

音声アプリケーションで使用される外部インターフェー

スのイベントログを有効にします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ

音声アプリケーションの統計収集を有効にします。通話アプリケーション統計

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効に

します。

callapplicationvoiceevent-log

音声、ファックス、モデムのコールレッグのイベント

ログを有効にします。

calllegイベントログ

アプリケーションのイベントログを有効にします。イベントログ

アクティブなアプリケーションインスタンスのイベン

トログをリアルタイムで表示します。

monitorcallapplicationevent-log

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと

統計を表示します。

showcallapplicationsession-level
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call application event-log dump ftp

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードで
callapplicationevent-logdumpftpコマンドは、event-logdumpftpコマンドに置き換えられました。
詳細については、 event-logdumpftpコマンドを参照してください。

（注）

ゲートウェイがアプリケーションイベントログバッファの内容を外部ファイルに書き込める

ようにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationevent-logdumpftp
コマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationイベントログダンプFTPサーバ（Server）[:ポート]/ファイルusernameユーザ名
（username）パスワード[[暗号化タイプ]]パスワード
nocallapplicationイベントログダンプFTP

構文の説明 ファイルが保存されている FTPサーバの名前または IPアドレス。サーバ

(オプション)サーバ上の特定のポート番号。:port

ファイルの名前とパス。/ファイル

ファイルにアクセスするにはユーザ名が必要です。ユーザ名

(オプション)パスワードの暗号化に使用される Cisco独自のアルゴリズム。値
は 0または 7です。暗号化を無効にするには 0を入力し、暗号化を有効にする
には 7を入力します。7を指定する場合は、暗号化されたパスワード（Cisco
ルータによってすでに暗号化されているパスワード）を入力する必要がありま

す。

暗号化タイ

プ

ファイルにアクセスするにはパスワードが必要です。パスワード

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは event-logdumpftpコマ
ンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しい CLIへの自動変換は、明示的なエラー
メッセージに置き換えられます。

12.4(24)T
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使用上のガイドライン このコマンドにより、アクティブなアプリケーションインスタンスが終了した後、またはイベ

ントログバッファがいっぱいになったときに、ゲートウェイがイベントログバッファを指定

されたファイルに自動的に書き込むことができるようになります。デフォルトのバッファサ

イズは 4 KBです。バッファのサイズを変更するには、 callapplicationevent-logmax-buffer-size
コマンドを使用します。イベントログバッファを手動でフラッシュするには、特権 EXEC
モードで callapplicationdumpevent-logコマンドを使用します。

callapplicationdumpevent-logコマンドと callapplicationevent-logdumpftpコマンドは 2つの異
なるコマンドです。

（注）

ゲートウェイがイベントログをFTPに書き込めるようにすると、次のような場合に、一部のシ
ナリオでゲートウェイのメモリリソースに悪影響を与える可能性があります。

•ゲートウェイは大量のプロセッサリソースを消費しており、FTPにはログに記録された
バッファを FTPサーバにフラッシュするのに十分なプロセッサリソースがありません。

•指定された FTPサーバは、FTP転送を迅速に実行するのに十分な性能がありません。

•ゲートウェイと FTPサーバ間のリンクの帯域幅が十分ではありません

•ゲートウェイは大量の短時間の通話や失敗した通話を受信しています

FTPダンプは必要な場合にのみ有効化してください。システムパフォーマンスに悪影響を与え
る可能性がある場合には有効化しないでください。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application event-log dump ftp
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
event-log dump ftp

次の例では、ゲートウェイが ftp-serverというサーバ上の app_elogs.logという外部ファ
イルにアプリケーションイベントログを書き込むことができるようにします。

call application event-log dump ftp ftp-server/:elogs/app-elogs.log username myname
password 0 mypass

次の例では、アプリケーションイベントログが、IPアドレス 10.10.10.101を持つサー
バ上の app_elogs.logという名前の外部ファイルに書き込まれるように指定します。

call application event-log dump ftp 10.10.10.101/:elogs/app-elogs.log username myname
password 0 mypass

関連コマンド 説明コマンド

アプリケーションインスタンスのイベントログバッ

ファーを外部ファイルにフラッシュします。

callapplicationdumpevent-log
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説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを

有効にします。

callapplicationevent-log

各アプリケーションインスタンスのイベントログバッ

ファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションイベント

ログ最大バッファサイズ

ゲートウェイがアプリケーションイベントログバッファ

の内容を外部ファイルに書き込めるようにします。

イベントログダンプftp

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと

統計を表示します。

表示呼び出しアプリケーションセッ

ションレベル
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call application event-log error-only

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードで
callapplicationevent-logerror-onlyコマンドが event-logerror-onlyコマンドに置き換えられまし
た。詳細については、 event-logerror-onlyコマンドを参照してください。

（注）

イベントログをアプリケーションインスタンスのエラーイベントのみに制限するには、グロー

バル設定モードで callapplicationevent-logerror-onlyコマンドを使用します。既定の設定に戻
すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationイベントログエラーのみ
nocallapplicationイベントログエラーのみ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト すべてのアプリケーションイベントがログに記録されます。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは event-logerror-onlyコマ
ンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、新しいイベントログをエラーイベントのみに制限します。ログ記録を有効

にするわけではありません。このコマンドは、すべての音声アプリケーションのイベントロ

グを有効にする callapplicationevent-logコマンド、または特定のアプリケーションのイベント
ログを有効にする callapplicationvoiceevent-logコマンドのいずれかと一緒に使用する必要があ
ります。このコマンドが発行される前に記録されたイベントは影響を受けません。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application event-log error-only
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
event-log error-only
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次の例では、エラーイベントのみのイベントログを有効にします。

call application event-log
call application event-log error-only

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを

有効にします。

callapplicationevent-log

少なくとも1つのエラーがあるアプリケーションインス
タンスのイベントログのみを履歴に保存します。

呼び出しアプリケーション履歴セッ

ションイベントログ例外のみ保存

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効にし

ます。

callapplicationvoiceevent-log

イベントログをアプリケーションインスタンスのエラー

イベントのみに制限します。

イベントログエラーのみ

音声アプリケーションのアプリケーションレベルの統計

を表示します。

showcallapplicationapp-level

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと

統計を表示します。

showcallapplicationsession-level
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call application event-log max-buffer-size

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードで
callapplicationevent-logmax-buffer-sizeコマンドが event-logmax-buffer-sizeコマンドに置き換え
られました。詳細については、 event-logmax-buffer-sizeコマンドを参照してください。

（注）

各アプリケーションインスタンスのイベントログバッファの最大サイズを設定するには、グ

ローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationevent-logmax-buffer-sizeコマンドを
使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationイベントログ最大バッファサイズキロバイト
nocallapplicationイベントログ最大バッファサイズ

構文の説明 最大バッファサイズ (キロバイト)。値の範囲は 1～ 50です。デフォルトは 4で
す。

キロバイ

ト

コマンドデフォルト 4キロバイト

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは event-logmax-buffer-size
コマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン イベントログバッファがこのコマンドで設定された制限に達すると、ゲートウェイは同じサ

イズの 2番目のバッファを割り当てます。 showcallapplicationsession-levelコマンドを使用する
と、両方のバッファの内容が表示されます。最初のイベントログバッファがいっぱいになる

と、callapplicationevent-logdumpftpコマンドが使用されている場合、ゲートウェイはその内容
を自動的に外部の FTPロケーションに追加します。

イベントログには最大 2つのバッファーが割り当てられます。両方のバッファがいっぱいに
なった場合、最初のバッファは削除され、別のバッファが新しいイベント用に割り当てられま

す (バッファがラップアラウンドします)。 callapplicationevent-logdumpftpコマンドが設定さ
れており、最初のバッファがダンプされる前に2番目のバッファがいっぱいになると、イベン
トメッセージはドロップされ、バッファに記録されません。
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最大バッファサイズを、一般的なアプリケーションセッションに必要なサイズよりも大きく

設定しないでください。アクティブセッションが終了すると、バッファーによって使用され

るメモリの量が履歴テーブルに割り当てられ、 callapplicationhistorysessionretain-timerコマン
ドで設定された時間だけ維持されます。また、致命的なエラーのほとんどはイベントログの

最後に記録されることにも留意してください。

メモリリソースを節約するには、 callapplicationevent-logdumpftpコマンドを使用して、イベ
ントログバッファーを FTPに書き込みます。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application event-log max-buffer-size
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
event-log max-buffer-size

次の例では、アプリケーションイベントログバッファーを 8キロバイトに設定しま
す。

call application event-log
call application event-log max-buffer-size 8

関連コマンド 説明コマンド

アプリケーションインスタンスのイベントログバッ

ファーを外部ファイルにフラッシュします。

callapplicationdumpevent-log

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを有

効にします。

callapplicationevent-log

ゲートウェイがアプリケーションイベントログバッファ

の内容を外部ファイルに書き込めるようにします。

callapplicationevent-logdumpftp

各アプリケーションインスタンスのイベントログバッ

ファの最大サイズを設定します。

イベントログ最大バッファサイズ

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと統

計を表示します。

表示呼び出しアプリケーション

セッションレベル
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call application global

Cisco IOSRelease 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モードで callapplicationglobalコマンド
が globalコマンドに置き換えられました。詳細については、 globalコマンドを参照してくださ
い。

（注）

着信ダイヤルピアに明示的なアプリケーションが設定されていない着信コールに使用するアプ

リケーションを設定するには、グローバル設定モードで callapplicationglobalコマンドを使用
します。アプリケーションを削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

callapplicationグローバルアプリケーション名
nocallapplicationグローバルアプリケーション名

構文の説明 アプリケーションの名前を定義する文字列。アプリケーション

名

コマンドデフォルト デフォルトのアプリケーションは、すべてのダイヤルピアのデフォルトです。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(15)ZJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドは、アプリケーション構成モードでは globalコマンドに置き換えら
れました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しい CLIへの自動変換は、明示的なエラー
メッセージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン ダイヤルピアで定義されたアプリケーションは、 callapplicationglobalコマンドで設定された
グローバルアプリケーションよりも常に優先されます。このコマンドで設定されたアプリケー

ションは、ダイヤルピアにアプリケーションが設定されていない場合にのみ実行されます。

このコマンドで設定するアプリケーションは、デフォルトのセッションアプリケーション以外

のアプリケーションでもかまいませんが、このコマンドを使用する前に、そのアプリケーショ

ンが Cisco IOSソフトウェアに含まれているか、 callapplicationvoiceコマンドを使用してゲー
トウェイにロードされている必要があります。アプリケーションが Cisco IOSソフトウェアに
存在しないか、ゲートウェイにロードされていない場合、このコマンドは効果がありません。

cable detect through call application stats
40

cable detect through call application stats
call application global



Cisco IOS Release 12.3(4)T以降のリリースで、アプリケーション名のデフォルトは、Open
Settlement Protocol（OSP）、通話転送、および着信通知をサポートするアプリケーションを指
します。 Cisco IOS Release 12.2(13)T以前のリリースのデフォルトセッションアプリケーショ
ンは default.old.cに名前が変更されましたが、 applicationコマンドを使用して特定のダイヤル
ピアに対して引き続き設定することも、 callapplicationglobalコマンドを使用してすべての着
信ダイヤルピアに対してグローバルに設定することもできます。

（注）

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application global
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
global

次の例では、clid_authen_collectアプリケーションは、特定のアプリケーションが設定
されていないすべての着信ダイヤルピアのグローバルアプリケーションとして設定さ

れます。

call application global clid_authen_collect

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピア上の特定の IVRアプリケーションを有効にします。アプリケーション

アプリケーションに使用する名前を定義し、このアプリケーションで使用

する適切な IVRスクリプトの場所を示します。
callapplicationvoice

アプリケーション構成モードに入ります。グローバル
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call application history session event-log save-exception-only

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードで
callapplicationhistorysessionevent-logsave-exception-onlyコマンドは
historysessionevent-logsave-exception-onlyコマンドに置き換えられました。詳細については、
historysessionevent-logsave-exception-onlyコマンドを参照してください。

（注）

少なくとも 1つのエラーがあるアプリケーションセッションのイベントログのみを履歴に保
存するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

callapplicationhistorysessionevent-logsave-exception-onlyコマンドを使用します。既定の設定に
戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplication履歴セッションイベントログsave-exception-only
nocallapplication履歴セッションイベントログ保存例外のみ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト セッションのすべてのイベントログは履歴に保存されます。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは

historysessionevent-logsave-exception-onlyコマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン インスタンスが終了すると、アプリケーションイベントログはアクティブから履歴に移動し

ます。このコマンドを使用すると、音声ゲートウェイは、1つ以上のエラーが発生したインス
タンスのイベントログのみを保存します。エラーが含まれていない通常のインスタンスのイ

ベントログは履歴に保存されません。

このコマンドは、 callapplicationdumpevent-logコマンドを使用して FTPサーバに保存された
レコードには影響しません。

（注）
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例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application history session event-log save-exception-only
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
history session event-log save-exception-only

次の例では、インスタンスにエラーがあった場合にのみ、イベントログを履歴に保存

します。

call application history session event-log save-exception-only

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントロ

グを有効にします。

callapplicationevent-log

イベントログをアプリケーションインスタンスの

エラーイベントのみに制限します。

callapplicationevent-logerror-only

各アプリケーションインスタンスのイベントログ

バッファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションイベントログ

最大バッファサイズ

履歴に保存されるアプリケーションインスタンス

レコードの最大数を設定します。

通話アプリケーション履歴セッション最

大レコード数

アプリケーションインスタンスレコードが履歴に

保存される最大分数を設定します。

通話アプリケーション履歴セッション保

持タイマー

少なくとも 1つのエラーがあるアプリケーション
セッションのイベントログのみを履歴に保存しま

す。

historysessionevent-logsave-exception-only
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call application history session max-records

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードでの
callapplicationhistorysessionmax-recordsコマンドは historysessionmax-recordsコマンドに置き換
えられました。詳細については、 historysessionmax-recordsコマンドを参照してください。

（注）

履歴に保存されるアプリケーションインスタンスレコードの最大数を設定するには、グロー

バルコンフィギュレーションモードで callapplicationhistorysessionmax-recordsコマンドを使
用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplication履歴セッション最大レコード数number

nocallapplication履歴セッション最大レコード数

構文の説明 履歴に保存するレコードの最大数。値の範囲は 0～ 2000です。デフォルトは 360で
す。

number

コマンドデフォルト 360

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードではhistorysessionmax-records
コマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、 showcallapplicationhistorysession-levelコマンドを使用するときに表示される
レコードの数に影響します。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application history session max-records
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
history session max-records

次の例では、最大レコード制限を 500に設定します。
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call application history session max-records 500

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログ

を有効にします。

callapplicationevent-log

少なくとも 1つのエラーがあるアプリケーションイ
ンスタンスのイベントログのみを履歴に保存します。

呼び出しアプリケーション履歴セッ

ションイベントログ例外のみ保存

アプリケーションインスタンスレコードが履歴に保

存される最大分数を設定します。

通話アプリケーション履歴セッション

保持タイマー

履歴に保存されるアプリケーションインスタンスレ

コードの最大数を設定します。

履歴セッション最大レコード数

音声アプリケーションインスタンスのイベントログ

と統計を表示します。

表示呼び出しアプリケーションセッ

ションレベル
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呼び出しアプリケーション履歴セッション保持タイマー

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードで
callapplicationhistorysessionretain-timerコマンドは historysessionretain-timerコマンドに置き換
えられました。詳細については、 historysessionretain-timerコマンドを参照してください。

（注）

アプリケーションインスタンスレコードが履歴に保存される最大分数を設定するには、グロー

バルコンフィギュレーションモードで callapplicationhistorysessionretain-timerコマンドを使
用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplication履歴セッション保持タイマー分
いいえcallapplication履歴セッション保持タイマー

構文の説明 履歴レコードが保存される最大時間（分）。範囲は 0～ 4294,967,295です。デフォルトは
15です。

分

コマンドデフォルト 15

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードではhistorysessionretain-timer
コマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、 showcallapplicationhistorysession-levelコマンドを使用するときに表示される
レコードの数に影響します。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application history session retain-timer
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
history session retain-timer

次の例では、履歴レコードを保存する最大時間を 1時間に設定します。
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call application history session retain-timer 60

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログ

を有効にします。

callapplicationevent-log

少なくとも 1つのエラーがあるアプリケーションイ
ンスタンスのイベントログのみを履歴に保存します。

呼び出しアプリケーション履歴セッ

ションイベントログ例外のみ保存

履歴に保存されるアプリケーションインスタンスレ

コードの最大数を設定します。

通話アプリケーション履歴セッション

最大レコード数

アプリケーションインスタンスレコードが履歴に保

存される最大分数を設定します。

履歴セッション保持タイマー

音声アプリケーションインスタンスのイベントログ

と統計を表示します。

表示呼び出しアプリケーションセッ

ションレベル
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call application interface dump event-log
アプリケーションインターフェイスのイベントログバッファを外部ファイルにフラッシュす

るには、特権 EXECモードで callapplicationinterfacedumpevent-logコマンドを使用します。

callapplicationインターフェイスダンプイベントログ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、グローバル設定モードで callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマンドを
使用して、場所が定義された外部ファイルに、イベントログバッファをただちに書き込みま

す。

callapplicationinterfacedumpevent-logコマンドと callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマ
ンドは 2つの異なるコマンドです。

（注）

例 次の例では、イベントログバッファを int_elogsという名前の外部ファイルに書き込
みます。

Router(config)# call application interface event-log dump ftp ftp-server/int_elogs.log
username myname password 0 mypass
Router(config)# exit
Router# call application interface dump event-log

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションで使用される外部インター

フェースのイベントログを有効にします。

callapplicationinterfaceevent-log

音声ゲートウェイがインターフェイスイベントログ

バッファの内容を外部ファイルに書き込めるように

します。

callapplicationinterfaceevent-logdumpftp

cable detect through call application stats
48

cable detect through call application stats
call application interface dump event-log



説明コマンド

各アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グバッファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ最大バッファサ

イズ

アプリケーションインターフェイスのイベントログ

と統計を表示します。

表示呼び出しアプリケーションイン

ターフェース
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call application interface event-log

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードで
callapplicationinterfaceevent-logコマンドは interfaceevent-logコマンドに置き換えられました。
詳細については、 interfaceevent-logコマンドを参照してください。

（注）

音声アプリケーションにサービスを提供するインターフェイスのイベントログを有効にするに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationinterfaceevent-logコマンドを
使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationインターフェイスイベントログ[ {aaa | asr | flash | http | ram | rtsp | smtp | tftp |
tts}[serverサーバ（Server）][無効化]]
nocallapplicationインターフェイスイベントログ[ {aaa | asr | flash | http | ram | rtsp | smtp | tftp |
tts}[serverサーバ（Server）][無効化]]

構文の説明 認証、許可、アカウンティング (AAA)インターフェイスタイプ。aaa

自動音声認識 (ASR)インターフェースタイプ。asr

Ciscoゲートウェイのフラッシュメモリ。フラッシュ

ハイパーテキスト転送プロトコル (HTTP)インターフェイスタイプ。http

Ciscoゲートウェイのメモリ。ram

リアルタイムストリーミングプロトコル (RTSP)インターフェイスタイプ。rtsp

Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）インターフェイスタイプ。SMTP

簡易ファイル転送プロトコル (TFTP)インターフェイスタイプ。tftp

テキスト読み上げ (TTS)インターフェースタイプ。tts

(オプション)サーバ名または IPアドレス。サーバサー

バ

(オプション)指定されたインターフェイスタイプまたはサーバのイベントログ
を無効にします。

disable

コマンドデフォルト アプリケーションインターフェイスのイベントログが無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成 (config)
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コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは interfaceevent-logコマ
ンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、特定のインターフェイスタイプまたはサーバを選択しない限り、すべてのイ

ンターフェイスタイプおよびサーバに対してイベントログをグローバルに有効にします。イ

ンターフェイスタイプを指定すると、特定のインターフェイスタイプに対するグローバルコ

マンドよりも優先されます。個々のサーバの指定は、インターフェースタイプよりも優先さ

れます。

イベントログが本番トラフィックのシステムリソースに悪影響を及ぼさないようにするため

に、ゲートウェイはスロットリングメカニズムを使用します。プロセッサメモリの空きが20%
を下回ると、ゲートウェイは自動的にすべてのイベントログを無効にします。メモリの空きが

30%を超えるとイベントログが再開されます。スロットリングが行われている間は、イベン
トログが有効になっていても、ゲートウェイは新しいイベントログをキャプチャしません。

空きメモリを監視し、障害の切り分けに必要な場合にのみイベントログを有効にしてくださ

い。

（注）

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application interface event-log
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
interface event-log

次の例では、すべてのインターフェースのイベントログを有効にします。

call application interface event-log

次の例では、HTTPインターフェースに対してのみイベントログを有効にします。

call application interface event-log http

次の例では、HTTPを除くすべてのインターフェースのイベントログを有効にします。

call application interface event-log
call application interface event-log http disable

次の例では、IPアドレスが 10.10.1.1のサーバを除くすべてのHTTPサーバのイベント
ログを有効にします。

cable detect through call application stats
51

cable detect through call application stats
call application interface event-log



call application interface event-log http
call application interface event-log http server http://10.10.1.1 disable

関連コマンド 説明コマンド

ゲートウェイがインターフェイスイベントログ

バッファの内容を外部ファイルに書き込めるように

します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログダンプFTP

イベントログをアプリケーションインターフェイ

スのエラーイベントのみに制限します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログエラーのみ

各アプリケーションインターフェイスのイベント

ログバッファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ最大バッファサイ

ズ

保存されるアプリケーションインターフェイスレ

コードの最大数を設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェース最大サーバレコード

アプリケーションインターフェイスの統計収集を

有効にします。

呼び出しアプリケーションインター

フェース統計

音声アプリケーションにサービスを提供するイン

ターフェースのイベントログを有効にします。

インターフェースイベントログ

アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グと統計を表示します。

showcallapplicationinterface
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call application interface event-log dump ftp

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードで、
callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマンドは interfaceevent-logdumpftpコマンドに置き
換えられました。詳細については、 interfaceevent-logdumpftpコマンドを参照してください。

（注）

ゲートウェイがインターフェイスイベントログバッファの内容を外部ファイルに書き込める

ようにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、この
コマンドの noの形式を使用します。

callアプリケーションインターフェースイベントログダンプFTPサーバ（Server）[:ポート]/ファ
イルusernameユーザ名（username）パスワード[[暗号化タイプ]]パスワード
nocallapplicationインターフェイスイベントログダンプFTP

構文の説明 ファイルが保存されている FTPサーバの名前または IPアドレス。サーバ

(オプション)サーバ上の特定のポート番号。:port

ファイルの名前とパス。/ファイル

ファイルにアクセスするにはユーザ名が必要です。ユーザ名ユーザ名

(オプション)パスワードの暗号化に使用される Cisco独自のアルゴリ
ズム。値は 0または 7です。暗号化を無効にするには 0を入力し、暗
号化を有効にするには 7を入力します。7を指定する場合は、暗号化
されたパスワード（Ciscoルータによってすでに暗号化されているパス
ワード）を入力する必要があります。

暗号化タイプ

ファイルにアクセスするにはパスワードが必要です。パスワードパスワー

ド

コマンドデフォルト インターフェイスイベントログバッファーは外部ファイルに書き込まれません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは interfaceevent-logdumpftp
コマンドに置き換えられました。

12.3(14)T
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変更リリース

このコマンドは変更されました。新しい CLIへの自動変換は、明示的なエラー
メッセージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、バッファがいっぱいになったときにゲートウェイがインターフェイスイ

ベントログバッファを指定されたファイルに自動的に書き込むことができるようになります。

デフォルトのバッファサイズは 4 KBです。バッファのサイズを変更するには、
callapplicationinterfaceevent-logmax-buffer-sizeコマンドを使用します。イベントログバッファ
を手動でフラッシュするには、特権 EXECモードで callapplicationinterfacedumpevent-logコマ
ンドを使用します。

callapplicationinterfacedumpevent-logコマンドと callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマ
ンドは 2つの異なるコマンドです。

（注）

•ゲートウェイがイベントログを FTPに書き込めるようにすると、次のようなシナリオで
ゲートウェイのメモリリソースに悪影響が及ぶ可能性があります。

•ゲートウェイは大量のプロセッサリソースを消費しており、FTPにはログに記録され
たバッファを FTPサーバにフラッシュするのに十分なプロセッサリソースがありま
せん。

•指定されたFTPサーバは、FTP転送を迅速に実行するのに十分な性能がありません。
•ゲートウェイと FTPサーバ間のリンクの帯域幅が十分ではありません
•ゲートウェイは大量の短時間の通話や失敗した通話を受信しています

FTPダンプは必要な場合にのみ有効化してください。システムパフォーマンスに悪影響を与え
る可能性がある場合には有効化しないでください。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application interface event-log dump ftp
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
interface event-log dump ftp

次の例では、インターフェイスイベントログが ftp-serverというサーバ上の int_elogs.log
という外部ファイルに書き込まれるように指定します。

call application interface event-log dump ftp ftp-server/elogs/int_elogs.log username
myname password 0 mypass

次の例では、アプリケーションイベントログが、IPアドレス 10.10.10.101を持つサー
バ上の int_elogs.logという名前の外部ファイルに書き込まれるように指定します。

call application interface event-log dump ftp 10.10.10.101/elogs/int_elogs.log username
myname password 0 mypass
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関連コマンド 説明コマンド

アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グバッファーを外部ファイルにフラッシュします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースダンプイベントログ

音声アプリケーションで使用される外部インター

フェースのイベントログを有効にします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ

各アプリケーションインターフェイスのイベント

ログバッファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ最大バッファサイ

ズ

保存されるアプリケーションインターフェイスレ

コードの最大数を設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェース最大サーバレコード

ゲートウェイがインターフェイスイベントログバッ

ファの内容を外部ファイルに書き込めるようにしま

す。

インターフェースイベントログダンプftp

アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グと統計を表示します。

showcallapplicationinterface
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call application interface event-log error-only

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードにおいて、
callapplicationinterfaceevent-logerror-onlyコマンドは、interfaceevent-logerroronlyコマンドに
置き換えられました。詳細については、 interfaceevent-logerroronlyコマンドを参照してくだ
さい。

（注）

イベントログをアプリケーションインターフェイスのエラーイベントのみに制限するには、

グローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationinterfaceevent-logerror-onlyコマ
ンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationインターフェイスイベントログエラーのみ
nocallapplicationインターフェイスイベントログエラーのみ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト すべてのイベントが記録されます。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション設定モニターモードで interfaceevent-logerroronly
コマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ログに記録されるイベントの重大度レベルを制限しますが、ログ記録を有効

にするものではありません。このコマンドは、すべてのアプリケーションインターフェイス

のイベントログを有効にする callapplicationinterfaceevent-logコマンドと一緒に使用する必要
があります。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application interface event-log error-only
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:

interface event-log error only
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次の例では、エラーイベントのみのイベントログを有効にします。

call application interface event-log error-only

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションで使用される外部インター

フェースのイベントログを有効にします。

callapplicationinterfaceevent-log

各アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グバッファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ最大バッファサ

イズ

保存されるアプリケーションインターフェイスレ

コードの最大数を設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェース最大サーバレコード

イベントログをアプリケーションインターフェイス

のエラーイベントのみに制限します。

インターフェースイベントログエラー

のみ

アプリケーションインターフェイスのイベントログ

と統計を表示します。

showcallapplicationinterface
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call application interface event-log max-buffer-size

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードで、
callapplicationinterfaceevent-logmax-buffer-sizeコマンドは interfaceevent-logmax-buffer-sizeコ
マンドに置き換えられました。詳細については、 interfaceevent-logmax-buffer-sizeコマンドを
参照してください。

（注）

各アプリケーションインターフェイスのイベントログバッファの最大サイズを設定するには、

グローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationinterfaceevent-logmax-buffer-size
コマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationインターフェイスイベントログ最大バッファサイズキロバイト
nocallapplicationインターフェイスイベントログ最大バッファサイズ

構文の説明 最大バッファサイズ (キロバイト)。値の範囲は 1～ 10です。デフォルトは 4で
す。

キロバイ

ト

コマンドデフォルト 4キロバイト

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは

interfaceevent-logmax-buffer-sizeコマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン イベントログバッファがこのコマンドで設定された制限に達すると、ゲートウェイは同じサ

イズの2番目のバッファを割り当てます。 showcallapplicationinterfaceコマンドを使用すると、
両方のバッファの内容が表示されます。最初のイベントログバッファがいっぱいになると、

callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマンドが使用されている場合、ゲートウェイはその
内容を自動的に外部の FTPロケーションに追加します。

イベントログには最大 2つのバッファーが割り当てられます。両方のバッファがいっぱいに
なった場合、最初のバッファは削除され、別のバッファが新しいイベント用に割り当てられま

す (バッファがラップアラウンドします)。 callapplicationinterfaceevent-logdumpftpコマンドが
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設定されており、最初のバッファがダンプされる前に2番目のバッファがいっぱいになると、
イベントメッセージはドロップされ、バッファに記録されません。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application interface event-log max-buffer-size
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
interface event-log max-buffer-size

次の例では、最大バッファサイズを 8キロバイトに設定しています:

call application interface event-log max-buffer-size 8

関連コマンド 説明コマンド

アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グバッファーを外部ファイルにフラッシュします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースダンプイベントログ

ゲートウェイがインターフェイスイベントログ

バッファの内容を外部ファイルに書き込めるよう

にします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログダンプFTP

保存されるアプリケーションインターフェイスレ

コードの最大数を設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェース最大サーバレコード

各アプリケーションインターフェイスのイベント

ログバッファの最大サイズを設定します。

インターフェースイベントログ最大バッ

ファサイズ

アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グと統計を表示します。

表示呼び出しアプリケーションインター

フェース

cable detect through call application stats
59

cable detect through call application stats
call application interface event-log max-buffer-size



call application interface max-server-records

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードでの
callapplicationinterfacemax-server-recordsコマンドはinterfacemax-server-recordsコマンドに置
き換えられました。詳細については、 interfacemax-server-recordsコマンドを参照してくださ
い。

（注）

保存されるアプリケーションインターフェイスレコードの最大数を設定するには、グローバ

ルコンフィギュレーションモードで callapplicationinterfacemax-server-recordsコマンドを使
用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationインターフェイス最大サーバレコード数number

nocallapplicationインターフェイス最大サーバレコード数

構文の説明 保存するレコードの最大数。値の範囲は 1～ 100です。デフォルトは 10です。number

コマンドデフォルト 10

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは interfacemax-server-records
コマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン 最近アクセスしたサーバからの指定された数のレコードのみが保持されます。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application interface max-server-records
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:

interface max-server-records

次の例では、保存されるレコードの最大数を 50に設定します。
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call application interface max-server-records 50

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションで使用される外部インター

フェースのイベントログを有効にします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ

各アプリケーションインターフェイスのイベント

ログバッファの最大サイズを設定します。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ最大バッファサイ

ズ

保存されるアプリケーションインターフェイスレ

コードの最大数を設定します。

インターフェース最大サーバレコード数

アプリケーションインターフェイスのイベントロ

グと統計を表示します。

showcallapplicationinterface
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call application interface stats

Cisco IOSリリース 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニタモードで
callapplicationinterfacestatsコマンドは interfacestatsコマンドに置き換えられました。詳細に
ついては、 interfacestatsコマンドを参照してください。

（注）

アプリケーションインターフェイスの統計情報収集を有効にするには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで callapplicationinterfacestatsコマンドを使用します。既定の設定に戻
すには、このコマンドの noの形式を使用します。

callapplicationインターフェイス統計
nocallapplicationインターフェイス統計

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 統計収集は無効です。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション構成モニタモードでは interfacestatsコマンド
に置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドによって有効になったインターフェース統計情報を表示するには、

showcallapplicationinterfaceコマンドを使用します。インターフェイスカウンタをゼロにリ
セットするには、 clearcallapplicationinterfaceコマンドを使用します。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application interface stats

Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
interface stats

次の例では、アプリケーションインターフェイスの統計収集を有効にします。
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call application interface stats

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションで使用される外部インターフェー

スのイベントログを有効にします。

呼び出しアプリケーションインター

フェースイベントログ

アプリケーションインターフェイスの統計またはイベン

トログをクリアします。

clearcallapplicationinterface

アプリケーションインターフェイスの統計収集を有効に

します。

インターフェース統計

アプリケーションインターフェイスのイベントログと統

計を表示します。

showcallapplicationinterface

音声アプリケーションの統計収集を有効にします。統計
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呼び出しアプリケーションセッションの開始（グローバ

ル）

Cisco IOSRelease 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モードで callapplicationsessionstart（グ
ローバル）コマンドはsessionstartコマンドに置き換えられました。詳細については、sessionstart
コマンドを参照してください。

（注）

Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいインスタンス (セッション)を開始するには、グローバル
コンフィギュレーションモードで callapplicationsessionstartコマンドを使用します。セッショ
ンを停止して設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

callapplicationセッション開始インスタンス名アプリケーション名
nocallapplicationセッション開始インスタンス名

構文の説明 このアプリケーションインスタンスを一意に識別する英数字のラベル。インスタンス名

Tclアプリケーションの名前。これは、 callapplicationvoiceコマンドで
割り当てられたアプリケーションの名前です。

アプリケーション

名

コマンドデフォルト このコマンドにデフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

アプリケーション構成モードでは、 callapplicationsessionstart (グローバル構成)コ
マンドが sessionstartコマンドに置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいセッションまたはインスタンスを開始
します。 Cisco IOSソフトウェアはアクティブなコールレッグがないと VoiceXMLアプリケー
ションを開始できないため、VoiceXMLアプリケーションのセッションを開始できません。

アプリケーションインスタンスを開始できるのは、 callapplicationvoiceコマンドを使用して
Tclアプリケーションがゲートウェイにロードされた後のみです。
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このコマンドを使用すると、ゲートウェイが再起動するとセッションが再起動します。

nocallapplicationsessionstartコマンドは、Tclセッションを停止し、ゲートウェイから設定を削
除します。 callapplicationsessionstopコマンドを使用すると、構成を削除せずにアプリケーショ
ンセッションを停止できます。

VoiceXMLセッションはCisco IOSコマンドでは開始できないため、nocallapplicationsessionstart
コマンドで VoiceXMLセッションを停止することはできません。

アプリケーションセッションの実行が停止した場合、ゲートウェイが再起動しない限り、アプ

リケーションセッションは再開されません。 Tclスクリプトは、たとえば「call close」コマン
ドを実行して意図的に実行を停止したり、スクリプトエラーのために失敗したりする場合があ

ります。

異なるインスタンス名を使用して、同じアプリケーションの複数のインスタンスを起動できま

す。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application session start
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:
session start

次の例では、demoという名前のアプリケーションに対して my_instanceという名前の
セッションを開始します。

call application session start my_instance demo

次の例では、demoという名前のアプリケーションの別のセッションを開始します。

call application session start my_instance2 demo

関連コマンド 説明コマンド

特権 EXECモードから Tclアプリケーションの新しいイ
ンスタンス (セッション)を開始します。

callapplicationsessionstart(特権
EXEC)

実行中の音声アプリケーションセッションを停止しま

す。

callapplicationsessionstop

VoIP IVRインタラクションのデバッグメッセージを表示
します。

デバッグVoIPIVR

Tcl IVR2.0アプリケーションの新しいインスタンス (セッ
ション)を開始します。

セッション開始

登録されているすべてのサービスの 1行の概要を表示し
ます。

showcallapplicationservicesregistry
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説明コマンド

音声アプリケーションセッションの概要または詳細情報

を表示します。

表示通話アプリケーションセッショ

ン
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call application session start（特権 EXEC）
Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいインスタンス (セッション)を開始するには、特権 EXEC
モードで callapplicationsessionstartコマンドを使用します。

callapplicationセッション開始インスタンス名[アプリケーション名]

構文の説明 このアプリケーションインスタンスを一意に識別する英数字のラベル。インスタンス名

(オプション) Tclアプリケーションの名前。これは、callapplicationvoice
コマンドで割り当てられたアプリケーションの名前です。

（注）

アプリケーションインスタンスが以前に開始および停止されている場

合、この引数はオプションです。

アプリケーション

名

コマンドデフォルト None

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいセッションまたはインスタンスを開始
します。 Cisco IOSソフトウェアはアクティブなコールレッグがないと VoiceXMLアプリケー
ションを開始できないため、VoiceXMLアプリケーションのセッションを開始できません。

アプリケーションインスタンスを開始できるのは、 callapplicationvoiceコマンドを使用して
Tclアプリケーションがゲートウェイにロードされた後のみです。

このコマンドを使用すると、ゲートウェイが再起動してもセッションは再開されません。ゲー

トウェイが再起動した場合にセッションを自動的に再開するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで callapplicationsessionstartコマンドを使用します。

アプリケーションセッションの実行を開始したら停止するには、 callapplicationsessionstopコ
マンドを使用します。

アプリケーションセッションの実行が停止した場合、ゲートウェイが再起動し、グローバル

コンフィギュレーションモードで callapplicationsessionstartコマンドが使用されない限り、ア
プリケーションセッションは再開されません。 Tclスクリプトは、たとえば「call close」コマ
ンドを実行して意図的に実行を停止したり、スクリプトエラーが原因で失敗したりする場合が

あります。
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異なるインスタンス名を使用して、同じアプリケーションの複数のインスタンスを起動できま

す。

例 次の例では、my_instanceというアプリケーションセッションを再起動します。

call application session start my_instance

関連コマンド 説明コマンド

グローバルコンフィギュレーションモードで Tclアプ
リケーションの新しいインスタンス (セッション)を開
始します。

callapplicationsessionstart（グローバ
ル設定）

実行中の音声アプリケーションセッションを停止しま

す。

callapplicationsessionstop

登録されているすべてのサービスの 1行の概要を表示
します。

showcallapplicationservicesregistry

音声アプリケーションセッションの概要または詳細情

報を表示します。

表示通話アプリケーションセッショ

ン
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call application session stop
実行中の音声アプリケーションセッションを停止するには、特権 EXECモードで
callapplicationsessionstopコマンドを使用します。

callapplicationセッション停止 {callidコール ID |ハンドルハンドル | idセッション ID | nameイン
スタンス名}

構文の説明 Tclスクリプトが putsコマンドを使用する場合、 debugvoipivrscriptコマン
ドからの出力に表示されるコールレッグ ID。

callidcall-id

Tcl mod_handle情報タグからのセッションのハンドル。ハンドルハンド

ル

showcallapplicationsessionsコマンドで表示できるセッション ID。idセッション ID

callapplicationsessionstartコマンドで設定されたインスタンス名。nameinstance-name

コマンドデフォルト None

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン このコマンドは、コール ID、ハンドル、セッション ID、インスタンス名のいずれかの方法で
識別される Tcl IVR 2.0または VoiceXMLアプリケーションセッションを停止します。現在実
行中のアプリケーションのリストを表示するには、 showcallapplicationsessionsコマンドを使
用します。

このコマンドで停止されたTclセッションは、セッション終了イベントを受け取ります。セッ
ションでは、すべてのコールレッグを閉じて停止することが求められます。 10秒のタイマー
が経過してもセッションが終了しない場合は、セッションは強制的に停止され、制御するすべ

てのコールレッグが切断されます。

このコマンドを使用してVoiceXMLセッションを停止すると、ドキュメントの解釈がただちに
停止され、コールレッグが切断されます。 VoiceXMLイベントはスローされません。

グローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationsessionstartコマンドを使用して開
始するように設定されている Tclセッションを停止する場合は、セッションを再開する前に、
nocallapplicationsessionstartコマンドを使用してセッションを削除する必要があります。

停止されたセッションのリストを表示するには、 showcallapplicationsessionsコマンドを使用
します。グローバルコンフィギュレーションモードで callapplicationsessionstartコマンドを
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使用して開始するように設定されている停止されたセッションのみが表示されます。特権

EXECモードで callapplicationsessionstartコマンドを使用してセッションが開始された場合、
そのセッションはシステムによって追跡されず、 showcallapplicationsessionsコマンドの出力
に停止として表示されません。

例 次の例では、my_instanceというアプリケーションセッションを停止します。

call application session stop name my_instance

関連コマンド 説明コマンド

グローバルコンフィギュレーションモードから Tclア
プリケーションの新しいインスタンス (セッション)を
開始します。

callapplicationsessionstart（グローバ
ル設定）

登録されているすべてのサービスの 1行の概要を表示
します。

showcallapplicationservicesregistry

音声アプリケーションセッションの概要または詳細情

報を表示します。

表示通話アプリケーションセッショ

ン
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call application stats

Cisco IOS Release 12.3(14)Tから、アプリケーション設定モニターモードで callapplicationstats
コマンドが statsコマンドに置き換えられました。詳細については、 statsコマンドを参照して
ください。

（注）

音声アプリケーションの統計収集を有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで callapplicationstatsコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no
の形式を使用します。

callapplicationstats
nocallapplication統計

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 統計収集は無効です。

コマンドモード
グローバル設定 (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、アプリケーション設定モニターモードにおいて statsコマンドに
置き換えられました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。新しいCLIへの自動変換は、明示的なエラーメッ
セージに置き換えられます。

12.4(24)T

使用上のガイドライン アプリケーション統計情報を表示するには、 showcallapplicationsession-level、
showcallapplicationapp-level、または showcallapplicationgateway-levelコマンドを使用します。
履歴内のアプリケーションカウンターをゼロにリセットするには、 clearcallapplicationstatsコ
マンドを使用します。

例 Cisco IOSリリース 12.4(24)Tから、ユーザに代替コマンドオプションを指示する次の
警告メッセージが表示されます。

Router(config)# call application stats
Warning: This command has been deprecated. Please use the following:

stats

次の例では、音声アプリケーションの統計収集を有効にします。
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call application stats

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを有

効にします。

callapplicationevent-log

アプリケーションインターフェイスの統計収集を有効に

します。

呼び出しアプリケーションイン

ターフェース統計

履歴内のアプリケーションレベルの統計をクリアし、ゲー

トウェイレベルの統計からその統計を減算します。

clearcallapplicationstats

音声アプリケーションのアプリケーションレベルの統計

を表示します。

showcallapplicationapp-level

音声アプリケーションインスタンスのゲートウェイレベ

ルの統計を表示します。

showcallapplicationgateway-level

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと統

計を表示します。

showcallapplicationsession-level

音声アプリケーションの統計収集を有効にします。統計
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


